
東日本大震災で被災された
皆さまにお見舞い申し上げます

3月11日に発生した東日本大震災により被害を受けられた
皆さまには、1日も早い復旧、復興を心よりお祈り申し上げます。

財団法人 東京都予防医学協会役職員一同

2011（平成23）年4月15日　第452号

（財）東京都予防医学協会
（財）予防医学事業中央会東京都支部
発行人北川照男・編集人山内邦昭

　　

http://www.yobouigaku-tokyo.or.jp

毎月15日発行

発行所　〒162-8402
東京都新宿区市谷砂土原町1の2
保健会館 電話03-3269-1131

　
児
童
虐
待
防
止
法
の
施
行
か
ら

10
年
が
経
過
し
た
。
こ
の
間
に
も

わ
が
国
は
２
度
に
わ
た
り
、国
連

人
権
委
員
会
か
ら
児
童
虐
待
対
策

に
関
す
る
勧
告
を
受
け
て
い
る
。

そ
の
主
な
内
容
は
、「
多
職
種
専

門
家
チ
ー
ム
に
よ
る
包
括
的
な
戦

略
が
全
く
な
い
」「
起
訴
件
数
が

い
ま
だ
に
少
な
い
」「
被
害
者
支
援

が
不
十
分
」「
強
姦
罪
の
適
応
範

囲
が
狭
す
ぎ
る
」な
ど
で
あ
る
。

　「
こ
う
し
た
強
い
勧
告
に
も
か
か

わ
ら
ず
、国
が
善
処
し
て
い
る
と

は
思
え
な
い
状
況
だ
」と
山
田
不

二
子
理
事
長
は
指
摘
し
、わ
が
国

の
虐
待
対
策
の
現
状
を
示
し
た
。

中
で
も
「
性
虐
待
に
つ
い
て
は
、

よ
う
や
く
目
が
向
け
ら
れ
始
め
た

と
こ
ろ
で
あ
る
」と
訴
え
た
。

　
そ
の
上
で
、性
虐
待
と
は
、「
子

ど
も
の
発
達
段
階
に
と
っ
て
不
適

切
に
、権
力
や
立
場
上
の
優
位
性

を
有
す
る
人
物
に
よ
っ
て
、加
害

者
の
欲
求
充
足
の
目
的
で
、性
的

な
刺
激
に
子
ど
も
を
さ
ら
す
こ

と
」と
解
説
。「
性
虐
待
の
発
見
の

ピ
ー
ク
は
、小
学
校
低
学
年
頃
と

思
春
期
頃
で
あ
る
。
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
受

け
る
側
と
し
て
一
番
多
い
の
は
母

親
。
次
い
で
養
護
教
諭
で
あ
る
」

と
述
べ
、学
校
で
の
初
期
対
応
の

重
要
性
を
強
調
し
た
。

　
そ
し
て
、性
虐
待
の
特
徴
や
具

体
例
を
示
し
、「
性
虐
待
は
、
子

ど
も
自
身
の
告
白
（
開
示
）に
よ

り
発
覚
す
る
場
合
と
、偶
然
に
発

見
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
年
少
児

は
、そ
れ
が
異
常
だ
と
知
ら
な
い

こ
と
が
多
い
た
め
偶
然
に
発
見
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
が
、自
発
的
な

開
示
は
思
春
期
以
降
に
多
い
」と

解
説
し
た
。
ま
た
、
発
見
の
き
っ

か
け
と
し
て
、①
性
経
験
が
な
け

れ
ば
出
て
こ
な
い
は
ず
の
行
動
②

成
績
が
急
に
下
が
る
③
援
助
交
際

や
売
春
、
不
純
異
性
交
遊
、
家
出

な
ど
の
問
題
行
動
―
を
あ
げ
た
。

　
さ
ら
に
山
田
理
事
長
は
、「
性

虐
待
は
発
見
さ
れ
に
く
い
」と
強

調
し
、次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
東
京
都
予
防
医
学
協
会
の
平
成

22
年
度
第
２
回
理
事
会
及
び
第
３

回
評
議
員
会
が
３
月
29
日
、都
内

の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
。

　
冒
頭
、あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
北

川
照
男
理
事
長
は
、22
年
度
の
事

業
を
ほ
ぼ
予
定
通
り
遂
行
で
き
た

こ
と
を
報
告
し
て
、関
係
者
の
理

解
と
協
力
に
謝
意
を
表
し
、次
の

よ
う
に
述
べ
た
。

　「
多
く
の
被
害
児
は
、身
近
な
加

害
者
か
ら
脅
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

多
く
、『
誰
も
信
じ
て
く
れ
な
い
』

『
黙
っ
て
い
な
い
と
家
庭
が
壊
れ

て
し
ま
う
』
な
ど
の
思
い
か
ら
、

誰
に
も
相
談
で
き
ず
に
毎
日
を
恐

怖
の
中
で
過
ご
し
て
い
る
。

　
ま
た
、被
害
児
は
心
的
外
傷
後

ス
ト
レ
ス
障
害
（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
）や

解
離
性
障
害
、転
換
性
障
害
を
は

じ
め
、
自
己
評
価
の
低
下
、
自
己

破
壊
行
動
な
ど
に
陥
る
可
能
性
が

高
い
。
こ
の
た
め
、
早
期
の
適
切

な
支
援
が
肝
要
だ
」。

　
そ
の
上
で
山
田
理
事
長
は
、性

虐
待
を
受
け
た
か
も
し
れ
な
い
と

心
配
さ
れ
る
子
ど
も
か
ら
性
虐
待

を
疑
う
べ
き
情
報
を
聴
き
取
る
技

法
「
Ｒ
Ｉ
Ｆ
Ｃ
Ｒ
」を
紹
介（
表
）。

聴
き
取
り
方
や
児
童
相
談
所
へ
の

通
告
の
仕
方
、支
援
に
当
た
っ
て

注
意
す
べ
き
点
、し
て
は
い
け
な

い
こ
と
な
ど
を
詳
細
に
説
い
た
。

　
性
虐
待
で
は
、身
体
的
証
拠
が

得
ら
れ
に
く
い
こ
と
が
多
く
、被

害
児
の
供
述
が
重
要
と
な
る
。

　
し
か
し
、現
行
の
シ
ス
テ
ム
で

は
、
児
童
相
談
所
や
警
察
、
検
察

な
ど
か
ら
何
度
も
事
情
聴
取
が
行

わ
れ
、そ
の
度
に
被
害
児
は
ト
ラ

ウ
マ
の
再
体
験
を
強
い
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。
ま
た
そ
の
過
程
で
、

被
害
児
が
証
言
を
二
転
三
転
さ
せ

る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

　「
22
年
度
も
、
各
種
が
ん
検
診
、

学
校
保
健
、
母
子
保
健
、
職
域
保

健
な
ど
広
い
領
域
で
の
予
防
医
学

事
業
を
高
い
精
度
で
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　
本
会
で
は
、予
防
医
学
事
業
の

す
べ
て
を
公
益
的
事
業
と
考
え
て

い
る
。
東
日
本
大
震
災
の
影
響
な

ど
に
よ
り
、厳
し
い
社
会
情
勢
が

続
く
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
が
、23

　
山
田
理
事
長
は
、「
子
ど

も
は
、
同
じ
こ
と
を
言
い
続

け
た
方
が
信
用
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
を
知
ら
な
い
の
で
、

何
度
も
繰
り
返
し
同
じ
質
問

を
さ
れ
る
と
、『
自
分
が
間

違
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
』『
信
じ
て
も
ら
え
て
い

な
い
』
な
ど
と
考
え
、
前
と

異
な
る
話
を
す
る
こ
と
が
あ

る
。
被
害
児
の
前
言
撤
回
を

も
っ
て
『
性
虐
待
は
な
か
っ

た
』
と
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
強
調
し
た
。

　
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
多
く
の
先
進
国
で
は
、

福
祉
、
医
療
、
捜
査
機
関
な

ど
多
職
種
の
専
門
家
が
協
働

し
て
、
１
回
の
面
接
で
被
害

児
か
ら
正
確
な
情
報
を
聴
取

す
る
「
司
法
面
接
」
が
取
り

入
れ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

被
害
児
の
負
担
を
最
小
限
に

し
つ
つ
、
証
言
の
信
頼
性
を

保
つ
た
め
だ
。

　
山
田
理
事
長
は
、
米
国
で

の
実
践
例
を
紹
介
し
、「
わ

が
国
で
も
一
部
の
児
童
相
談
所
で

取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、

面
接
の
１
回
制
の
実
現
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
多
職
種
専
門
家
に
よ

る
『
司
法
面
接
』
の
導
入
な
ど
連

携
体
制
の
整
備
が
急
が
れ
る
」と

訴
え
た
。

年
度
も
検
診
技
術
の

向
上
に
努
力
し
、都
民

の
健
康
増
進
の
た
め

に
役
職
員
一
致
団
結

し
て
事
業
を
行
う
所
存
で
あ
る
」。

　
こ
の
後
、理
事
会
は
北
川
理
事

長
を
議
長
に
、評
議
員
会
は
斎
藤

道
是
評
議
員
を
議
長
に
選
出
し
、

23
年
度
の
事
業
計
画
案
と
収
支
予

算
案
、新
制
度
（
公
益
財
団
法
人
）

下
で
の
最
初
の
評
議
員
選
定
委
員

会
の
委
員
選
任
の
件
な
ど
に
つ
い

て
審
議
を
行
い
、い
ず
れ
も
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　
激
増
す
る
児
童
虐
待
。
と
り
わ
け
性

虐
待
は
、そ
の
深
刻
さ
と
は
裏
腹
に
、い

ま
だ
認
知
度
が
低
く
、
起
訴
件
数
も
少

な
い
状
況
に
あ
る
。
つ
ら
い
体
験
を
強

い
ら
れ
た
被
害
児
が
不
十
分
な
対
応
に

よ
っ
て
、さ
ら
な
る
傷
を
負
う
ケ
ー
ス

も
後
を
絶
た
な
い
。
被
害
児
か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
見
過
ご
す

こ
と
な
く
、い
か
に
適
切
に
支
援
す
る
か
―
―
周
囲
の
大
人

の
行
動
力
が
問
わ
れ
て
い
る
。ま
た
、被
害
児
の
負
担
軽
減

に
配
慮
し
た
「
司
法
面
接
」
の
導
入
を
は
じ
め
と
す
る
多

職
種
専
門
家
に
よ
る
連
携
体
制
の
整
備
な
ど
、
国
を
あ
げ

た
取
り
組
み
も
急
務
だ
。こ
う
し
た
中
、東
京
都
学
校
保
健

会
と
本
会
が
主
催
す
る
第
２
３

２
回
学
校
保
健
セ
ミ
ナ
ー

で
は
、１
月
18
日
、子
ど

も
虐
待
ネ
グ
レ
ク
ト
防

止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事

長
の
山
田
不
二
子
医
師

（
写
真
）が
、「
子
ど
も
の
声
に

耳
を
す
ま
せ
て
―
子
ど
も
虐
待
防
止
　
あ
な
た
に
で
き
る

こ
と
」と
題
す
る
講
演
を
行
っ
た
。
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、養
護

教
諭
や
学
校
関
係
者
ら
約
２
０
０
人
が
参
加
し
た
。

子
ど
も
の
声
に
耳
を
す
ま
せ
て

 

あ
な
た
に
で
き
る
こ
と

〈1面〉●　急がれる子どもへの性虐待対策
　　　　　第232回学校保健セミナー
　　　●平成22年度理事会・評議員会を開く—本会

〈2・5面（見開き）〉
　　　●連載　歯の喪失は予防できる
　　　　　人生の最後までおせんべいをバリバリと　第9回
　　　●連載  PKUの生涯治療 食事療法の重要性　最終回
　　　●連載  健康づくり・健康増進を支援するページ
　　　　　元気でいきいきシリーズ  第10回：医師／保健師／
             　管理栄養士／健康運動指導士のコラム

〈3・4面〉
　　　●無料クーポン券による乳がん検診の報告

〈6面〉●より質の高い学校検診を　腎臓・糖尿病検診、心臓検診
　　　　の打ち合わせ会開く—本会
　　　●第16回健康づくり懇話会例会が開催
　　　●ドクターミーティング、ナースミーティングを開催—本会
　　　●本会年報2011年版ができました

今月の主な紙面

理
事
会・評
議
員
会
を
開
く

平
成　
年
度

22

本会

理
事
会・評
議
員
会
を
開
く

平
成　
年
度

22

本会

急
が
れ
る

子
ど
も
へ
の
性
虐
待
対
策

急
が
れ
る

子
ど
も
へ
の
性
虐
待
対
策

第
２
３
２
回
学
校
保
健
セ
ミ
ナ
ー

第
２
３
２
回
学
校
保
健
セ
ミ
ナ
ー

Ｒ＝ラポール
  （話のできる関係を築く）

子どもに安心してもらう／個別に話せる快適な場所を選ぶ／子どもが話し
てくれることに集中し、きちんと受けとめる／「誰にも言わないから、私だ
けに話して」など、後々、うそや裏切りにつながることを言わない

Ｉ＝イシュー
  （問題点の確認）

心配している内容や気がかりに感じている点を子どもに伝えて、話を聴く
場を設けた理由を明確にする／子どもが黙り込んだり、怒り出したりして
も、問題行動扱いをしたり、価値判断をしたりせずに受けとめる

Ｆ＝ファクト
  （事実確認）

原則として質問するのは、「何があったの？」「○○したのは誰？」だけ／子
どもが自発的に語る場合は「どこで」「いつ」「どんなふうに」「どうやって」
について、子どもが語るままを傾聴し、質問はしない／どんな内容が語ら
れたとしても、決して、動揺・嫌悪感・憤り・怒りなどを見せてはいけない

Ｃ＝クロージャー
  （終結）

子どもが家に帰っても安全かどうかと、何かあった時に誰に話せるのかを
確認する／「誰かに話すことはとてもよいことだ」と伝え、安心させる／

「あなたの安全を守るために、話してくれたことを他の人に伝えないといけ
ない」など、これから行動に移すことを正直に伝える

Ｒ＝リポート
  （通告）

すぐに記録を書く／電話で児童相談所に通告する／通告後に得られた情
報があれば、それもつけ加えて記録を完成させ、文書でも通告する

「
Ｒ
Ｉ
Ｆ
Ｃ
Ｒ
」を
使
っ
た
事
実
確
認（
抜
粋
）

表
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四
六
時
中
唾
液
に
覆
わ
れ
、食

物
が
度
々
入
っ
て
最
適
温
度
に
保

た
れ
つ
つ
、硬
い
固
体
で
あ
る
歯

は
、バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
（
歯
垢
）

に
と
っ
て
格
好
の
足
場
で
す
。

　
口
腔
内
に
は
５
０
０
種
類
以
上

の
細
菌
が
存
在
し
、数
に
す
る
と

唾
液
１
ml
中
に
１
億
個
、歯
面
上

の
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
１
ｇ
に
は
１

千
億
個
も
棲
息
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
口
腔
内
細
菌
が
全
身
の
状

態
に
影
響
を
与
え
な
い
わ
け
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、そ
の
関
係
に
光
が
当

て
ら
れ
た
歴
史
は
浅
く
、研
究
が

始
ま
っ
た
の
は
１
９
９
０
年
前
後

か
ら
で
し
た
。
一
般
向
け
に
は
10

年
ほ
ど
前
に
米
国
で
、「Floss or 

die

（
フ
ロ
ス
を
す
る
か
死
を
選

ぶ
か
）」（
フ
ロ
ス
は
歯
周
病
に
な

り
や
す
い
部
分
を
掃
除
す
る
歯
磨

き
補
助
器
具
）と
い
う
衝
撃
的
な

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
登
場
し
ま

し
た
。

　
口
腔
内
細
菌
は
、
現
在
、
心
血

管
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
、
誤
嚥
性

肺
炎
、糖
尿
病
、バ
ー
ジ
ャ
ー
病
、

感
染
性
心
内
膜
炎
、
骨
粗
鬆
症
、

低
体
重
児
早
産
、掌し

ょ
う
せ
き

踵
膿
疱
症
と

の
関
連
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

☆
☆
☆

　
口
腔
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
が
体

内
に
侵
入
す
る

経
路
に
は
、
咽

頭
を
経
由
す
る

経
路
と
直
接
血

中
に
侵
入
す
る

経
路
が
あ
り
ま

す
。

　
前
者
の
代
表

例
が
誤
嚥
性
肺

炎
で
す
。
要
介

護
高
齢
者
の
直

接
死
因
の
第
１

位
で
、
細
菌
が

唾
液
や
胃
液
と

共
に
肺
に
流
れ

込
ん
で
生
じ
る

細
菌
性
肺
炎
で

す
。
要
介
護
高

齢
者
で
は
、
歯

周
病
や
入
れ
歯

の
ケ
ア
が
ま
ま
な
ら
ず
、口
腔
内

が
不
潔
に
な
り
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す
。
事
実
、
肺
炎
の
病
巣
か
ら

口
腔
内
細
菌
が
高
頻
度
に
検
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
直
接
血
中
に

侵
入
す
る
経
路

で
は
、
歯
周
ポ

ケ
ッ
ト
底
か
ら

細
菌
が
容
易
に

血
流
に
侵
入
す

る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

歯
周
病
原
菌
の

ジ
ン
ジ
バ
リ
ス

菌
が
赤
血
球
や

血
小
板
を
凝
固

し
、
血
管
疾
患

の
リ
ス
ク
に
な

る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
ま
た
、
血
液

中
に
入
り
込
ん
だ
細
菌
が
心
臓
の

内
膜
や
弁
に
付
着
し
て
、感
染
性

心
内
膜
炎
を
発
症
さ
せ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
日
本
循
環
器
学
会
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

で
は
、
心
内
膜

炎
を
起
こ
し
や

す
い
僧
帽
弁
逸

脱
や
先
天
性
心

疾
患
な
ど
の
あ

る
ハ
イ
リ
ス
ク

患
者
は
、
口
腔

を
衛
生
的
に
保

つ
必
要
が
あ
る

こ
と
、
菌
血
症

を
誘
発
し
う
る

歯
科
処
置
を
実

施
す
る
場
合
に

は
、
抗
菌
剤
の

予
防
投
与
を
推

奨
す
る
こ
と
な

ど
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

☆
☆
☆

　
糖
尿
病
が
歯
周
病
の
リ
ス
ク
因

子
で
あ
る
こ
と
は
以
前
か
ら
わ

か
っ
て
い
ま
し
た
が
、歯
周
病
が

糖
尿
病
の
リ
ス
ク
因
子
で
も
あ
る

と
い
う
反
対
方
向
の
因
果
関
係
も

解
明
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
歯
周
病
が
悪
化
す
る
と
炎
症
性

サ
イ
ト
カ
イ
ン
が
放
出
さ
れ
、イ

ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
が
増
加
す
る
一

因
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
歯
周
病

治
療
を
行
う
と
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
値
が

改
善
さ
れ
る
と
い
う
報
告
も
あ
り

ま
す
の
で
、口
腔
管
理
を
し
っ
か

り
す
る
こ
と
が
糖
尿
病
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
助
け
に
な
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
低
体
重
児
早
産
と
歯
周
病
の
関

連
も
研
究
が
進
ん
で
お
り
、レ
ベ

ル
の
高
い
エ
ビ
デ
ン
ス
で
す
。
あ

る
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
レ
ビ
ュ
ー

で
は
、歯
周
病
に
罹
患
し
て
い
る

妊
婦
で
は
低
体
重
児
早
産
の
リ
ス

ク
が
４
倍
以
上
高
ま
る
と
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
炎
症
反
応
で
生
じ
た

プ
ロ
ス
タ
グ
ラ
ン
ジ
ン
な
ど
が
、

子
宮
を
収
縮
さ
せ
る
こ
と
が
原
因

だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

☆
☆
☆

　
口
腔
細
菌
と
の
関
係
の
他
に

も
、歯
牙
の
喪
失
に
よ
っ
て
咀
嚼

刺
激
が
少
な
く
な
り
、ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
型
認
知
症
や
脳
血
管
性
認

知
症
の
リ
ス
ク
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
、と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
も
調
査
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
歯
牙
を
喪
失
し
て
入
れ
歯
に

な
る
と
、咀
嚼
能
力
は
か
な
り
落

ち
、限
ら
れ
た
も
の
し
か
食
べ
ら

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

の
結
果
、
栄
養
が
偏
り
、
全
身
の

健
康
に
影
響
す
る
こ
と
は
容
易
に

理
解
で
き
ま
す
。
食
事
以
外
に
も

会
話
や
自
尊
心
の
低
下
な
ど
、高

齢
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生

活
の
質
）に
影
響
を
与
え
ま
す
。

　
多
く
の
日
本
の
疫
学
調
査
で
、

歯
牙
が
多
く
残
っ
て
い
る
高
齢
者

で
は
、医
療
費
が
少
な
い
と
い
う

結
果
が
出
て
い
ま
す
（
図
）。
医

療
経
済
的
に
も
超
高
齢
社
会
に
お

け
る
医
療
費
抑
制
に
対
し
て
、口

腔
健
康
が
少
な
か
ら
ず
寄
与
で
き

る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
つ
づ
く
）

◇
参
考
文
献
：
恵
比
須
繁
之
、山
口
幹
代

「
口
腔
内
の
メ
ー
ン
感
染
源—
オ
ー
ラ
ル

バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
」
医
薬
ジ
ャ
ー
ナ
ル
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し
か
し
、英
国
や
米
国
で
は
、

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
発
見
さ

れ
、
早
期
治
療
が
行
わ
れ
た
多

数
の
Ｐ
Ｋ
Ｕ
集
団
を
対
象
に
、

80
年
代
ま
で
長
期
追
跡
調
査

が
行
わ
れ
た
結
果
、
治
療
を
継

続
す
る
こ
と
が
知
的
発
達
に
必

要
な
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
、
90

年
代
の
は
じ
め
に
は
、よ
り
厳

し
い
治
療
基
準
が
設
定
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、わ
が
国
も
そ
れ
に

倣
っ
て
改
定
を
行
い
ま
し
た
。

　
90
年
代
に
な
る
と
、
食
事
療

法
を
中
断
し
た
Ｐ
Ｋ
Ｕ
の
年
長

例
や
成
人
例
に
痙
攣
、
退
行
な

ど
の
神
経
症
状
や
、
脳
波
、
頭

部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
な
ど
で
の
異
常

が
出
現
し
、
食
事
療
法
の
再
開

に
よ
っ
て
そ
れ
ら
が
改
善
す
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
経
験
で
も
、
平
均

Ｐ
ｈ
ｅ
濃
度
が
基
準
域
を
超
え

て
い
る
数
例
に
Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
脳
波

の
軽
い
変
化
が
み
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
現

在
で
は
、
Ｐ
Ｋ
Ｕ
の
食
事
療
法

は
成
人
後
も
継
続
す
る
べ
き
と

　
筆
者
は
本
会
小
児
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
科
で
発
見
さ
れ
た
Ｐ
Ｋ

Ｕ
児
を
、
駿
河
台
日
本
大
学
病

院
小
児
科
で
治
療
し
て
き
ま
し

た
が
、
私
た
ち
が
か
か
わ
っ
て

き
た
50
人
余
の
Ｐ
Ｋ
Ｕ
児
で

は
、
大
部
分
の
血
中
Ｐ
ｈ
ｅ
維

持
濃
度
が
新
基
準
の
範
囲
を

保
っ
て
い
ま
す
。

　
生
涯
治
療
は

　
な
ぜ
必
要
か
？

　
70
年
代
に
は
、
Ｐ
Ｋ
Ｕ
の
食

事
療
法
は
、
当
時
、
脳
の
発
達

が
完
了
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い

た
５
〜
６
歳
ま
で
行
え
ば
よ
い

と
の
考
え
が
支
配
的
で
し
た
。

相
関
が
み
ら
れ
、
知
的
発
達
を

正
常
に
保
つ
た
め
に
は
、
血
中

Ｐ
ｈ
ｅ
濃
度
を
低
く
保
つ
必
要

が
あ
る
こ
と
が
実
際
に
確
か
め

ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
頃
、わ
が
国
よ
り
も
10

年
早
く
Ｐ
Ｋ
Ｕ
の
新
生
児
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
が
開
始
さ
れ
た
欧

米
で
は
、
既
に
発
見
さ
れ
た
Ｐ

Ｋ
Ｕ
に
対
し
て
大
規
模
な
調
査

が
行
わ
れ
、そ
の
結
果
、よ
り

厳
し
い
治
療
基
準
が
設
定
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、わ
が
国
で
も
特
殊

ミ
ル
ク
安
全
開
発
事
業
に
か
か

わ
る
小
児
科
専
門
医
を
中
心
に

Ｐ
Ｋ
Ｕ
治
療
検
討
委
員
会
が
組

織
さ
れ
、
95
年
に
Ｐ
Ｋ
Ｕ
治
療

基
準
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
わ
が
国
の
新
基
準
に
は
、
Ｐ

ｈ
ｅ
維
持
濃
度
を
以
前
よ
り
も

低
く
設
定
す
る
と
共
に
、学
童・

年
長
例
の
基
準
、
代
替
物
を
含

め
た
、た
ん
ぱ
く
質
摂
取
量
の

目
安
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
基
準
改
定
後
に
発

見
さ
れ
た
Ｐ
Ｋ
Ｕ
児
の
血
中
Ｐ

ｈ
ｅ
維
持
濃
度
が
有
意
に
低
下

し
た
こ
と
が
特
殊
ミ
ル
ク
事
務

局
の
調
査
で
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
わ
が
国
に
お
け
る

　
Ｐ
Ｋ
Ｕ
治
療

　
わ
が
国
で
公
費
に
よ
る
先
天

性
代
謝
異
常
症
等
の
新
生
児
マ

ス
・
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
開
始

さ
れ
た
１
９
７
７
年
に
は
、
小

児
科
専
門
医
か
ら
な
る
厚
生
省

（
当
時
）治
療
研
究
班
が
組
織
さ

れ
、
各
対
象
疾
患
の
暫
定
治
療

基
準
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
フ
ェ
ニ
ル
ケ
ト
ン
尿
症
（
Ｐ

Ｋ
Ｕ
）の
治
療
指
針
と
し
て
は
、

血
中
フ
ェ
ニ
ル
ア
ラ
ニ
ン
（
Ｐ

ｈ
ｅ
）
濃
度
の
維
持
範
囲
を
、

乳
児
期
は
４
〜
８
mg
％
（
mg
／

dl
と
等
し
い
単
位
）、幼
児
期
は

４
〜
12 

mg
％
に
保
つ
よ
う
に
す

す
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
初
期
に
は
厚
生

省
研
究
班
、
85
年
か
ら
は
特
殊

ミ
ル
ク
事
務
局
に
よ
っ
て
追
跡

調
査
さ
れ
て
い
る
Ｐ
Ｋ
Ｕ
児
の

多
く
で
、
血
中
Ｐ
ｈ
ｅ
濃
度
が

維
持
範
囲
を
超
え
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
知
能
指
数
（
Ｉ
Ｑ
）

が
記
載
さ
れ
て
い
る
１
１
５
人

で
は
、
血
中
Ｐ
ｈ
ｅ
濃
度
と
Ｉ

Ｑ
値
と
の
間
に
図
の
よ
う
な
逆
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春
は
、別
れ
と
出
会
い
の
季
節

で
す
。
学
生
か
ら
社
会
人
へ
、
転

居
、
配
置
転
換
、
転
職
な
ど
生
活

環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
た
人
も
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
　

　
新
し
い
環
境
に
適
応
し
よ
う
と

が
ん
ば
り
過
ぎ
た
り
、う
ま
く
適

応
で
き
な
か
っ
た
り
。
休
み
明
け

　
５
大
が
ん
検
診
は
、日
本
人
に

適
合
し
た
が
ん
検
診
と
し
て
、精

度
管
理
の
努
力
を
続
け
な
が
ら
、

そ
の
歴
史
を
刻
み

続
け
て
い
る
。

　
が
ん
検
診
の
精

度
は
、
検
査
技
術

の
標
準
化
と
そ
の

研
さ
ん
に
つ
き
る

が
、精
度
の
管
理
と
い
う
視
点
で

は
、検
診
が
も
た
ら
す
さ
ま
ざ
ま

な
社
会
的
健
康
指
標
を
把
握
で
き

る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
運
用
と
い

う
、多
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
要
す

る
仕
組
み
が
機
能
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
精
度
管
理

の
仕
組
み
を
手
が
か
り
に
、新
し

い
検
診
技
術
の

開
発
を
探
る
こ

と
が
可
能
と
な

る
。

　
栃
木
県
保
健

衛
生
事
業
団
で

は
、老
人
保
健
法
で
乳
が
ん
検
診

の
実
施
が
制
度
化
さ
れ
る
前
か

ら
、超
音
波
を
導
入
し
た
乳
が
ん

検
診
を
開
始
し
て
い
る
。
２
０
０

０
年
度
か
ら
は
全
受
診
者
に
、超

音
波
検
査
と
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検

査
を
同
時
に
行
い
、そ
れ
ぞ
れ
独

立
し
て
判
定
を
行
う
、分
離
併
用

方
式
で
の
乳
が
ん
検
診
を
年
間
３

万
人
ほ
ど
に
実
施
し
て
き
た
。
２

つ
の
検
査
に
つ
い
て
分
離
し
て
判

定
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、そ
れ
ぞ

れ
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
相
対
感
度
が

計
測
可
能
と
な
る
。
　

　
00
年
度
か
ら
07
年
度
ま
で
受
診

者
13
万
９
９
４
３
人
か
ら
３
６

０
例
の
乳
が

ん
が
発
見
さ

れ
て
い
る
が
、

そ
の
発
見
が

ん
が
、ど
の

モ
ダ
リ
テ
ィ

に
よ
り
発
見

さ
れ
た
か
を

年
齢
階
層
別

に
み
て
み
る

と
、
例
え
ば

50
代
で
の
発

見
が
ん
１
２

１
例
の
う
ち

29
例
は
超
音

波
の
み
で
検

出
さ
れ
て
お

り
、マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
で
は
指
摘

で
き
な
い
。
逆
に
31
例
が
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
の
み
で
検
出
さ
れ
、超

音
波
で
は
病
変
が
指
摘
さ
れ
て
い

な
い
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
に
よ

る
発
見
が
ん
の
特
性
を
分
析
す
る

こ
と
に
よ
り
、モ
ダ
リ
テ
ィ
を
効

果
的
に
組
み
合
わ
せ
て
、効
率
的

で
精
度
の
高
い
乳
が
ん
検
診
シ
ス

テ
ム
を
構
築
す
る

こ
と
が
可
能
と
な

る
。

　
近
年
、
胃
が
ん

ハ
イ
リ
ス
ク
検
診

へ
の
関
心
が
急
速

に
高
ま
っ
て
い
る
。
胃
が
ん
の

発
症
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
解
明
さ
れ

て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

　
胃
が
ん
検
診
で
の
ハ
イ
リ
ス

ク
検
診
に
し
て
も
、
乳
が
ん
検

診
で
の
年
齢
や
乳
房
構
成
を
指

標
と
し
た
適
性
モ
ダ
リ
テ
ィ
の

選
定
に
し
て
も
、
受
診
者
個
人

個
人
に
適
合
し
た
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
検
診
が
求
め
ら
れ
る
時
代

が
、も
う
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
。

（
栃
木
県
保
健
衛
生
事
業
団
医

療
局
長
）

で
、か
ら
だ
は
休
ん
だ

は
ず
な
の
に
会
社
に

行
く
の
に
気
が
重
い

…
。自
分
で
も
気
が
つ

か
な
い
う
ち
に
ス
ト

レ
ス
が
た
ま
り
、疲
れ

て
し
ま
う
場
合
も
あ

る
よ
う
で
す
。

　
私
も
就
職
と
同
時

に
は
じ
め
て

の
一
人
暮
ら

し
、と
大
き

く
環
境
が
変

わ
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
し

た
。「
早
く
慣
れ
な
け

れ
ば
。
一
人
で
生
活
で
き
る
よ
う

に
な
ら
な
く
ち
ゃ
」
と
焦
り
、
毎

日
の
残
業
に
生
活
習
慣
も
乱
れ
、

心
身
共
に
疲
れ
果
て
て
い
ま
し

た
。

　
休
日
は
、近
く
に
友
人
も
い
な

い
の
で
一
日
中
、家
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
。

連
休
中
一
度
も
外
に
出
な
か
っ
た

り
、
反
対
に
「
気
分
転
換
を
し
な

け
れ
ば
！
」
と
早
朝
か
ら
活
動
的

に
動
い
た
り
、不
安
定
な
時
期
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
に
効
果

的
だ
っ
た
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

★
ス
ト
レ
ス
対
策

①
一
人
で
悩
ま
な
い

　
悩
み
や
つ
ら
い
気
持
ち
を
誰

か
に
話
す
だ
け
で
、気
分
が
軽
く

な
り
ま
し

た
。
同
じ

よ
う
に
悩

ん
で
い
る

仲
間
が
そ

ば
に
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。家
族
や
友
人
、

同
僚
以
外
に
も
、話
を
聴
く
プ
ロ

で
あ
る
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
相
談
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

②
気
分
転
換

　
運
動
、
読
書
な
ど
何
で
も
、
仕

事
と
離
れ
て
趣
味
の
時
間
を
楽
し

み
、気
持
ち
を
切
り
替
え
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
好
き
な
音

楽
、
香
り
、ゆ
っ
く
り
入
浴
な
ど

で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
、心
身
の
緊

張
を
と
く
方
法
も
あ
り
ま
す
。

③
規
則
正
し
い
生
活
を
す
る

　
不
規
則
な
生
活
は
体
調
を
崩
す

も
と
で
す
。
体
調
が
よ
く
な
い
と

考
え
方
も
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
な
り
が

ち
。
睡
眠
を
十
分
に
と
り
、
脳
に

休
息
を
与
え
、栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

よ
い
食
事
を
心
が
け
ま
し
た
。

　
私
も
同
期
の
仲
間
と
気
持
ち
を

共
有
し
た
り
、ピ
ア
ノ
を
弾
い
た

り
、
走
っ
た
り
、
好
き
な
こ
と

を
楽
し
み
、
自
分
を
解
放
し
た

こ
と
で
こ
の
時
期
を
乗
り
越
え

ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

★
う
ま
く
つ
き
合
い
、
元
気
の

も
と
に

　
ス
ト
レ
ス
は
人
間
を
成
長
さ

せ
て
く
れ
る
糧
で
す
が
、
大
き

過
ぎ
る
と
調
子
を
崩
し
て
し
ま

い
ま
す
。
が
ん
ば
り
過
ぎ
て
い

ま
せ
ん
か
？
　
ピ
ン
と
張
り
続

け
た
ゴ
ム
は
、
伸
び
き
っ
て
使

え
な
く
な
る
も
の
。
力
を
抜
く

と
、そ
こ
に
余
力
が
生
ま
れ
ま

す
。
自
分
な
り
の
解
消
法
を
見

つ
け
て
、ス
ト
レ
ス
と
う
ま
く

つ
き
合
っ
て
い
け
る
と
い
い
で

す
ね
。

に
こ
だ
わ
り
が
あ

り
、
食
材
が
豊
富

な
東
北
の
地
で
さ

ま
ざ
ま
な
旬
の
食

材
を
取
り
入
れ
て

い
ま
し
た
。

　
旬
の
食
材
は
、

そ
の
季
節
の
心
身

に
合
っ
た
作
用
を

持
っ
て
お
り
、そ

れ
は
現
代
で
も
活

用
で
き
ま
す
。

★
春

　
新
年
度
を
迎

え
、
環
境
の
変
化

な
ど
で
ス
ト
レ
ス
も

た
ま
り
や
す
い
季

節
。

　
旬
の
食
材
に
は

タ
ケ
ノ
コ
、三
つ
葉
、

セ
リ
、ク
レ
ソ
ン
、グ

レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
な
ど
、
独
特
の

香
り
を
持
っ
て
い
る
も
の
が
多

く
出
回
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
香
り

を
取
り
入
れ
、気
分
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
さ
せ
る
こ
と
で
ス
ト
レ
ス
緩

和
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

★
夏

　
暑
さ
や
食
欲
不
振
か
ら
く
る
夏

バ
テ
や
、冷
房
に
よ
る
冷
え
が
つ

ら
い
季
節
。

Ｑ
　
32
歳
の
女
性
で
す
。
半
年
前

か
ら
、時
々
尿
漏
れ
を
す
る
よ
う

に
…
。そ
の
症
状
は
、中
・
高
齢
者

に
多
く
み
ら
れ
る
も
の
だ
と
思
っ

て
い
た
の
で
驚
き
ま
し
た
。

　
同
世
代
で
も
、同
じ
よ
う
な
人

は
多
い
の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
　
海
外
の
デ
ー
タ
で
は
、
20
歳

以
上
の
女
性
の
25
％
が
何
ら
か
の

尿
漏
れ
（
尿
失
禁
）に
悩
ん
で
お

り
、重
症
度
は
加
齢
に
よ
っ
て
高

ま
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
す

か
ら
、若
く
て
も
悩
ん
で
い
る
人

は
い
る
よ
う
で
す
。

　
尿
漏
れ
は
、く
し
ゃ
み
や
せ
き

を
し
た
時
、
走
っ
た
時
な
ど
、お

腹
に
力
が
加
わ
っ
た
時
に
起
こ
る

腹
圧
性
尿
失
禁
と
、抑
え
ら
れ
な

い
ほ
ど
の
強
い
尿
意
を
催
し
た
直

後
に
起
こ
る
切
迫
性
尿
失
禁
に
大

別
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
　
私
の
場
合

は
、
前
者
の
よ

う
で
す
。

　
な
ぜ
、お
腹

に
力
が
入
る
と

起
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
　
女
性
の
骨
盤
底
筋
は
、膀
胱

や
尿
道
、
子
宮
や
直
腸
を
囲
い
、

閉
じ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
働
き
が
悪
く
な
る
と
緩

み
や
す
く
な
る
の
で
す
。

　
緩
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
腹
圧
が

か
か
る
の
で
、尿
漏
れ
が
起
こ
り

や
す
く
な
る
わ
け
で
す
。

Ｑ
　
そ
の
緩
み
を

改
善
す
る
方
法
は

あ
り
ま
す
か
？

Ａ
　
腹
圧
性
尿
失

禁
の
対
策
に
は
、

骨
盤
底
筋
体
操
が

あ
り
ま
す
の
で
紹
介
し
ま
す
。

★
骨
盤
底
筋
の
運
動

　
骨
盤
底
筋
に
力
を
入
れ
た
り
、

緩
め
た
り
す
る
の
を
繰
り
返
す
運

動
で
す（
図
１
）。
慣

れ
て
く
れ
ば
、
電
車

の
中
や
家
事
の
合
間

な
ど
生
活
の
中
で
意

識
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
取
り
入
れ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

★
腹
筋
運
動

　
尿
漏
れ
を
気
に

し
て
、
運
動
や
活
動

の
時
間
が
減
っ
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
の

で
、
腹
筋
な
ど
の
筋

力
が
低
下
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
図
１
の
動
き
が
無

理
な
く
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
ら
、図
２

の
運
動
を
合
わ
せ
て

行
い
ま
し
ょ
う
。
こ

の
運
動
は
椅
子
に
座
っ
て
い
て
も

で
き
る
の
で
、デ
ス
ク
ワ
ー
ク
の

合
間
で
も
行
え
ま
す
。

　
こ
う
し
た
運
動
を
し
ば
ら
く
続

け
て
も
改
善
が
み
ら
れ
な
か
っ
た

り
、
悪
化
す
る
よ
う
で
し
た
ら
、

受
診
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
現
在
症
状
が
な
く
て
も
、骨
盤

底
筋
の
力
が
落
ち
、閉
じ
る
感
覚

が
い
つ
の
間
に
か
低
下
し
て
し
ま

う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
、こ
の
お
手
軽
筋
肉

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
実
践
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

　「
馳
走
と
は
旬
の
品
を
さ
り
げ

な
く
出
し
、
主
人
自
ら
調
理
し

て
も
て
な
す
こ
と
で
あ
る
」。

　
こ
れ
は
戦
国
時
代
屈
指
の

教
養
人
、
仙
台
藩
主
・
伊
達
政

宗
の
言
葉
で
す
。
政
宗
は
料
理

　
政
宗
が
命
名
し
た
と
言
わ
れ
る

東
北
名
物
「
ず
ん
だ
餅
」の
材
料
、

青
大
豆
が
収
穫
さ
れ
ま
す
。
大
豆

は
体
内
で
効
率
よ
く
利
用
で
き
る

良
質
の
た
ん
ぱ
く
源
で
す
。
食
欲

不
振
の
時
は
、納
豆
や
豆
腐
を
取

り
入
れ
、夏
バ
テ
予
防
を
。

　
キ
ュ
ウ
リ
、冬
ガ
ン
な
ど
は
暑

さ
で
か
ら
だ
に
こ
も
っ
た
熱
を
取

り
除
く
作
用
が
あ
り
ま
す
。

　
逆
に
、冷
房
な
ど
で
か
ら
だ
が

冷
え
て
い
る
場
合
は
、キ
ュ
ウ
リ
や

冬
ガ
ン
を
ス
ー
プ
煮
に
し
ま
し
ょ

う
。
か
ら
だ
に
た
ま
っ
た
余
計
な

水
分
を
排
出
で
き
、か
ら
だ
が
温

ま
り
ま
す
。

★
秋

　
夏
の
疲
れ

や
、
空
気
の

乾
燥
が
気
に

な
る
季
節
。

　
ナ
シ
は
漢
方
薬
で
は

せ
き
止
め
と
し
て
も
使

わ
れ
、
喉
を
う
る
お
す

作
用
を
持
っ
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
キ
ノ
コ
類
に
は
ビ

タ
ミ
ン
B1
、
B2
群
を
含

む
も
の
が
多
く
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
は
糖
質

や
脂
質
の
代
謝
に
関

与
し
、疲
労
緩
和
に
も
役
立
ち
ま

す
。
ま
た
食
物
繊
維
が
豊
富
で
低

カ
ロ
リ
ー
で
す
。
食
欲
の
秋
に
、

食
べ
過
ぎ
が
心
配
な
人
に
も
お
す

す
め
の
食
材
で
す
。

★
冬

　
日
頃
か
ら
冷
え
を
感
じ
て
い
る

人
に
は
一
層
つ
ら
い
季
節
。

　
カ
ブ
、ダ
イ
コ
ン
、ネ
ギ
、カ
ボ

チ
ャ
な
ど
は
、か
ら
だ
を
温
め
る

作
用
が
あ
り
ま
す
。
山
芋
の
ね
ば

り
は
胃
の
粘
膜
を
保
護
し
、消
化

を
促
し
ま
す
。
宴
会
続
き
で
胃
腸

が
疲
れ
て
い
る
時
に
も
ど
う
ぞ
。

　
現
代
で
は
、ハ
ウ
ス
栽
培
や
冷

凍
食
品
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、便

利
な
半
面
、食
材
の
旬
が
わ
か
り

づ
ら
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
現
代
だ
か
ら
こ
そ
、心

身
の
状
態
に
合
っ
た
旬
の
食
材
を

食
べ
て
、
伊
達
（
粋
）な
人
に
な

り
ま
せ
ん
か
。

お
手
軽
筋
ト
レ
で

尿
漏
れ
予
防

●

運
動
相
談
Ｆ
Ａ
Ｑ
●

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｐ
Ｋ
Ｕ
女
性
が
妊
娠

し
た
場
合
、
相
手
が
Ｐ
Ｋ
Ｕ
か

Ｐ
Ｋ
Ｕ
保
因
者
で
な
け
れ
ば
Ｐ

Ｋ
Ｕ
児
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
が
、

Ｐ
Ｋ
Ｕ
の
頻
度
が
高
い
欧
米
で

は
、
50
年
代
か
ら
Ｐ
Ｋ
Ｕ
の
妊

娠
で
胎
児
障
害
が
起
こ
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
、
80
年
に
は
Ｐ
Ｋ

Ｕ
女
性
の
妊
娠
に
つ
い
て
の
大

規
模
な
国
際
調
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
Ｐ
Ｋ
Ｕ

女
性
の
妊
娠
に
よ
る
胎
児
障
害

は
、
母
体
の
血
中
Ｐ
ｈ
ｅ
が
高

い
場
合
に
生
じ
る
こ
と
が
示
さ

れ
、
健
康
な
子
ど
も
を
出
産
す

る
に
は
、
妊
娠
前
か
ら
血
中
Ｐ

ｈ
ｅ
濃
度
を
５
mg
／
dl
前
後
に

保
つ
こ
と
が
必
要
な
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
も
こ
れ
ま
で
に
４
人

の
Ｐ
Ｋ
Ｕ
女
性
の
妊
娠
に
か
か

わ
り
、
７
人
の
健
康
な
赤
ち
ゃ

ん
を
得
て
い
ま
す
。

　
む
す
び

　
Ｐ
Ｋ
Ｕ
に
対
し
て
も
、
遺
伝

子
治
療
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
治

療
法
が
試
み
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
現
時
点
で
は
、
Ｐ
Ｋ
Ｕ
に

対
す
る
確
実
で
効
果
的
な
治
療

法
は
食
事
療
法
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
新
し
い
治
療
法
が
実
用
化

さ
れ
る
ま
で
は
、
無
症
状
の
う

ち
に
発
見
さ
れ
る
Ｐ
Ｋ
Ｕ
児
の

「
持
っ
て
生
ま
れ
た
能
力
」
を

損
な
わ
な
い
よ
う
に
食
事
療
法

を
行
う
こ
と
が
、
小
児
科
医
の

役
目
と
私
た
ち
は
考
え
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　（
お
わ
り
）

バ
リ
バ
リ
と

歯の喪失は
予防できる
歯の喪失は
予防できる

アイルランドコーク大学

西 真紀子歯科医師

人生の最後まで
おせんべいを
人生の最後まで
おせんべいを

バ
リ
バ
リ
と

9
全身疾患と口腔疾患

その深い関係

早期発見された年長PKU（HPA）児
115例におけるIQと血中Phe値の関係図
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残存歯数別1カ月間の平均医科医療費図
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が
ん
検
診
技
術

の
変
遷

ストレスと
うまくつき合おう！

旬を取り入れ
伊達（粋）な人に

●

医
師
の
コ
ラ
ム
●

● 保 健 師 の 体 験レ ポ ート ●

●「 歴 食 」今 も 昔 も ●
10

元気で
いきいき

シリーズ

元気で
いきいき

健康づくり・健康増進を支援するページ

アドバイザー　岡 惺治　
（健康管理コンサルタント）

10
シリーズ

Ｐ
Ｋ
Ｕ
の

生
涯
治
療

Ｐ
Ｋ
Ｕ
の

生
涯
治
療

食
事
療
法
の
重
要
性

大和田 操
本会・代謝病
研究部部長

３

骨盤底筋運動図1 腹筋運動図2

背中を
伸ばす

背中を
伸ばす肩や腕の

力を抜く
肩の力を
抜く

足の力を
抜く 坐骨を立てて

歩く

お腹の力は
入れない

腰幅に開き、
足裏を床に
着ける

①肛門付近を締め上げるように力を入れる。
②緩める／①と②をそれぞれ5〜10秒行う。
10回1セット。1日10セットを目安に行う。

はじめは、お尻でその場踏み。
慣れてきたら、前後にそれぞれ
4〜10歩移動し、往復する。

〈X〉 〈Y〉
Mean 100.052 12.376
S.D. 16.002 5.382
N＝ 115
r-＝ -0.491
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　2009年6月12日、政府は女性特有のがん検診
推進事業として、一定の年齢に達した女性に対し
て、子宮頸がん検診及び乳がんマンモグラフィ検
診の無料クーポン券を配布すると共に、検診手帳
を交付することを決定した（図１、２）。

　この無料クーポン券による検診（クーポン検診）
の実施期間は09年9月から10年3月までの半年
間で、対象者の年齢は子宮頸がん検診が20歳、25
歳、30歳、35歳、40歳、乳がん検診が40歳、45歳、
50歳、55歳、60歳という5歳刻みである。
　補正予算の216億円を計上するこの政策は、年
度半ばでの決定事項であり、検診機関としてその
対応には苦慮するものがあった。
　本会では、施設内での検診については契約団体
が既に決まっており、検診数の大幅な増加は困難
であると判断したため、乳がん検診に関しては所
有するマンモグラフィ搭載の検診車2台を土・日・
祝日もフル稼働し、都内11カ所で延べ233回の出
張検診を行った。
　乳がんクーポン検診受診者数は8,490人に上
り、マンモグラフィ検診を行っている住民検診の
みで比較すると、08年度が8,918人、09年度が1万
5,257人（通常検診6,767人、クーポン検診8,490
人）と前年度比1.7倍という集計結果であった。

　出張検診を行った11カ所のうち、8カ所の自治
体の協力を得て、クーポン検診受診者の乳がん検
診に関する無記名アンケート調査を行うことが
できた。
　アンケート配布対象者は3,962人で、そのうち
回答者が2,869人で、回答率は72.4％に上った。

　アンケート結果について報告する。年齢別回答
者割合は、図３に示す通りである。
　40歳が最も多く、各年齢の回答者は、ほぼ均等
になっている。

　「マンモグラフィ検診は初めてですか？」の質
問に関しては、図4に示すように、「初めて」とい
う回答が42.9％と、この無料クーポン券がマンモ
グラフィ検診を初めて受けるきっかけとなった
ようである。

　これを年齢別に見てみると（図5）、乳がん検
診の開始年齢である40歳が当然ながら最も多い

が、60歳で初めて受診したという人も少なくない。

　初めてマンモグラフィを受けた人に限定して、
マンモグラフィ撮影に伴う痛みについての質問
を行ったところ、「思ったより痛みが少なかった」
と回答した人が72.7～87.4%と大多数を占めてい
た（図6）。
　マンモグラフィ撮影については、乳房をはさむ
ことから「痛い」というイメージが広まってお
り、そのため「怖い」「受けたくない」という理由
でマンモグラフィを敬遠している女性が相当数
いると思われる。今回のアンケート結果はそのよ
うな人々の不安解消につながるのではないかと
期待できる。
　ただし、「痛みがあって次回が心配」と答えた
人も6.5～14％にみられ、今後はさらに痛みを感
じさせない撮影技術や環境づくりも重要と考え
られる。
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　アンケートの回答者全員に対しての質問で、今
回の受診理由を聞いた結果を図7に示すが、ほと
んどの地区で「自宅に通知が来たので」が多く、
「無料なので」を上回っている。これは、個別通知
の重要性を示す結果であると思われる。

　また、従来から休日の検診があれば受診率が向
上すると言われているが、実際には「土・日の検
診があったので」と回答した人は、A地区（23区
内）では多いものの、B〜 H地区（主に多摩地区）
では「土・日の検診があったので」という回答は
少なかった。これは、23区内では働く女性が多い
こと、郊外の地区では専業主婦などが多いことと
関連していると思われる。

　今後の検診の在り方についての質問でも「土・
日の検診があれば受けたい」は、やはりB〜 Hの
多摩地区では少なく、23区内のA地区で高いとい
う回答が得られた（図8）。
　検診の費用に関しては1地区を除いて「無料
であれば続けたい」よりも「1,000円以下なら続け
たい」が多く、「3,000円以下なら続けたい」も比
較的多かった（図9）。

　その他、自由な意見も多数寄せられた。
　本会ではマンモグラフィ搭載車による出張検
診はすべて、女性医師、女性放射線技師、女性ス
タッフのみで行ってきたが、「女性スタッフでよ
かった」「男性がいないので楽な気持ちで受診で
きてよかった」「女性スタッフであるという通知
を見て、ここで受診した」という意見を多数いた
だいた。
　しかしながら、女性医師及び女性放射線技師の
確保は困難を極め、特に女性医師の確保に関して
はかなりの費用を費やし、それでもなお確保が困
難となってきており、今後の大きな課題になって
いる。
　また、受診理由の中には「友人が最近乳がんに
なったので」「知り合いが乳がんで亡くなったの
で」「父が最近、がんになり気になった」というよ
うな身近にがんの人が現れたことで初めて「が
ん検診」を受けてみようという気持ちになった受

診者が多いこともわかった。
　一方、「最近、痛みがある」「しこりがあるので
受けてみようと思った」「他の病院で経過観察中
であるが、今回はこの検診で済まそうと思って」
といった回答があり、症状がある場合や既に何ら
かの病気があって病院での通院治療が必要な人
が、その代用として検診を受けているという問題
点も明らかとなった。
　自覚症状がある場合には、検診ではなく病院を
受診すべきであるということを、われわれも日常
の検診業務や一般診療業務、あるいは市民講座や
健康教室の講演会などで伝えてきたつもりであ
るが、まだまだ浸透していないことがわかった。
　図7にも示したが、「自宅通知」は受診を促す非
常に重要な要素のようである。
　自由意見として「通知が来れば有料でも続け
たいが、来ないとどうでもいいと思ってしまう」
「自ら病院に問い合わせてまでは行かないかもし
れない」「自分から申し込むのでなく、お知らせ
がよかった」「今回のように案内をもらえれば検
診を受けたい」などの意見が多く寄せられた。
　「無料クーポン券がなければ、あえて受けよう
とは思わなかったと思う（受診した方がよいとは
わかっていても）。無料クーポン券がきっかけと
なり、よかった」という意見に代表されるように、
この無料クーポン券に関しては、さまざまな問題
点、改善していくべき点もあるが、乳がんマンモ
グラフィ検診への関心を高めた、あるいは部分的
ではあるが受診率を向上させたということに関
しては、一定の成果を上げたものと考えられた。
　この政策は当初は09年度のみの予定であった
が、各方面からの要望によってその後5年間にわ
たり、継続して実施していく方針となっている。

　このアンケート調査により、一般の受診者には
無料検診も重要であるが、自宅に個別通知が来る
ことが受診するきっかけの第１の理由となって
いることが明らかになった。
　欧米で行われているような「コール・リコール
体制」※の設立を目指すことが、乳がん検診受診率
向上の第一歩ではないかという印象を受けた。
　このような検診を通じて、多くの女性に乳がん
検診、マンモグラフィ検診を受診いただき、乳が
ん検診全体の受診率向上、ひいては乳がん死亡率
の減少につながればよいと切に願っている。

※コール・リコール体制：検診受診対象者全員に対して
個別に検診前に受診案内を行い、さらに検診期間終了
後の時点での未受診者に対し、再度個別に検診受診を
促すシステム。

◆ 記事の内容に関するお問い合わせは
電話 03-3269-1131 内線241（本会・広報室）

◆ 乳がん検診に関するお問い合わせは
電話 03-3269-1141（本会・施設検診課）
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古紙パルプ70％の再生紙を使用しています。
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デ
ー
タ
で
は
効
果
が
科
学
的
に
証

明
さ
れ
て
お
り
、積
極
的
に
取
り

組
む
こ
と
を
推
奨
し
た
い
。

　
た
だ
し
、こ
う
し
た
取
り
組
み

は
、成
果
が
出
る
ま
で
に
あ
る
程

事
長
、
三
輪
　
一
本
会
総
合
健
診

部
部
長
、
健
康
教
育
事
業
本
部
、

医
務
管
理
部
、
総
合
健
診
部
、
看

護
部
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
約
50
人
が

出
席
し
た
。

　
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、今
年
度

の
事
業
概
要
や
健
診
を
取
り
巻
く

最
近
の
動
向
に
つ
い
て
の
報
告
の

他
、糖
尿
病
の
診
断
基
準
の
変
更

や
５
年
ぶ
り
に
変
更
さ
れ
る
救
急

蘇
生
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
ポ
イ
ン

ト
な
ど
が
解
説
さ
れ
た
。

　
一
方
、
１
月
28
日
に
行
わ
れ
た

ナ
ー
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
は
、本

会
の
健
康
診
断
に
従
事
し
て
い
る

看
護
師
を
は
じ
め
、健
康
教
育
事

業
本
部
、
医
務
管
理
部
、
総
合
健

診
部
な
ど
の
関
係
ス
タ
ッ
フ
約
40

人
が
出
席
し
た
。

　
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、現
場
で

想
定
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に

つ
い
て
の
報
告
や
健
診
業
務
で
の

改
善
点
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ

た
他
、よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
と
危

機
管
理
の
徹
底
に
向
け
た
意
見
交

換
や
情
報
の
共
有
が
行
わ
れ
た
。

度
時
間
が
か
か
る
。
そ
の
た
め
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
で
持
続
的
か

つ
効
果
的
に
行
う
こ
と
が
大
切

だ
」。

　
そ
の
上
で
須
賀
准
教
授
は
、本

会
で
も
、ど
の
よ
う
な
対
策
を
行

っ
た
ら
よ
い
の
か
に
つ
い
て
の
相

談
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
紹
介

し
、「
事
業
所
と
健
診
機
関
と
が

連
携
し
、効
果
的
な
健
康
づ
く
り

　
本
会
で
は
、
毎
年
、
本
会
の
健

康
診
断
に
従
事
し
て
い
る
医
師
や

関
連
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
ド
ク
タ
ー

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
、看
護
師
や
関

係
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
ナ
ー
ス
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
、

現
場
で
起
こ
る
問
題
や
課
題
を
話

し
合
い
、共
通
理
解
を
深
め
る
と

共
に
、健
診
で
の
サ
ー
ビ
ス
や
精

度
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

　
３
月
５
日
に
行
わ
れ
た
ド
ク
タ

ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
は
、地
域
や

職
域
の
健
康
診
断
を
担
当
す
る
医

師
を
中
心
に
、北
川
照
男
本
会
理

対
策
を
行
う
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
」
と
述
べ
、
講
演
を
締
め
く
く

っ
た
。

　
そ
の
後
、
例
会
で
は
、
本
会
健

康
増
進
部
の
櫻
田
陽
子
保
健
師
が

「
職
場
の
健
康
づ
く
り
―
個
別
と

集
団
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
　
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
の
実
際
か
ら
」と
題
し

て
報
告
し
た
。

　
櫻
田
保
健
師
は
、健
診
事
後
指

導
の
具
体
的
な
進
め
方
や
評
価
の

仕
方
な
ど
を
説
明
し
、「
今
後
本

会
で
は
、事
業
所
ご
と
に
健
診
結

果
を
分
析
し
、そ
の
特
徴
を
踏
ま

え
た
新
し
い
健
診
結
果
の
報
告
書

を
作
成
す
る
予
定
だ
。
さ
ら
に
支

援
内
容
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
所
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
、対
象

者
に
合
わ
せ
た
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド

の
支
援
を
目
指
し
て
い
る
」と
し

て
、本
会
の
健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー

ト
事
業
の
展
望
を
紹
介
し
た
。

　
新
年
度
を
迎
え
、小
・
中
・
高
等
学
校
で
は
、一
斉
に
児
童
生
徒
の
健
康
診
断
が
始
ま
っ
た
。

こ
れ
に
先
立
ち
、本
会
で
は
例
年
、検
診
を
担
当
す
る
小
児
の
腎
臓
・
糖
尿
病
、心
臓
病
の
専
門

医
ら
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、打
ち
合
わ
せ
会
を
実
施
し
て
い
る
。
今
年
度
は
、腎
臓
・
糖
尿
病

検
診
の
打
ち
合
わ
せ
会
を
３
月
４
日
に
、心
臓
検
診
の
打
ち
合
わ
せ
会
を
３
月
９
日
に
開
催
し

た
。打
ち
合
わ
せ
会
に
は
、本
会
の
検
診
を
指
導
し
、診
断
と
治
療
を
担
当
し
て
い
る
専
門
医

ら
と
本
会
の
ス
タ
ッ
フ
が
出
席
し
、検
診
を
行
う
上
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
討
議
し
、関
係

者
間
の
共
通
理
解
と
連
携
を
深
め
た
。

第
２
３
７
回
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
修
会

休
職
を
繰
り
返
さ
な
い

た
め
の
復
職
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
（
仮
題
）

 

５
月
25
日（
水
）
　

14
～
16
時

東
京
・
千
代
田
区「
星
陵
会
館
」

　
第
２
３
７
回
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
修

会
が
５
月
25
日
（
水
）
14
時
か
ら

16
時
ま
で
、
東
京
・
千
代
田
区
の

「
星
陵
会
館
」で
開
か
れ
る
。

　「
休
職
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
の

復
職
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
仮

題
）」を
テ
ー
マ
に
、中
部
総
合
精

神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
菅
原
誠

科
長
が
講
演
す
る
。

　
司
会
は
、い
す
ゞ
自
動
車
の
恵

比
寿
マ
チ
子
保
健
師
。

　
参
加
費
２
千
円
。
定
員
先
着
４

０
０
人
。

［Ⅰ 学校保健］
心臓病検診　「心臓病検診の実施
成績」浅井利夫（東京女子医科
大学名誉教授）
腎臓病検診　「腎臓病検診の実施
成績」村上睦美（日本医科大学名
誉教授）
糖尿病検診　「小児糖尿病検診の
実施成績」浦上達彦（日本大学
医学部准教授）／「学童糖尿病
検診が果たした役割」大和田操（本
会代謝病研究部）
脊柱側彎症検診　「脊柱側彎症検
診の実施成績」南昌平（聖隷佐
倉市民病院院長）
小児生活習慣病予防健診　「小児
生活習慣病予防健診の実施成
績」村田光範（東京女子医科大
学名誉教授）
貧血検査　「貧血検査の実施成
績」前田美穂（日本医科大学教授）
寄生虫検査　「寄生虫検査（学校

保健分野）の実施成績」本会検
査研究センター
［Ⅱ地域・職域保健］
定期健康診断・基本健康診査　「定
期健康診断の実施成績」須賀万
智（東京慈恵会医科大学准教授）
／「住民健診の実施成績」本会
成人保健部
特殊健康診断　「特殊健康診断の
実施成績」三輪　一（本会総合
健診部）
保健指導事業　「保健指導の実施
成績」本会健康増進部
人間ドック　「人間ドックの実施成
績」三輪　一（本会総合健診部）
超音波検査　「超音波検査の実施
成績」本会検査研究センター
クリニックの外来診療　「クリニッ
クの実施成績」小野良樹（本会保
健会館クリニック）
［Ⅲ母子保健］
妊婦甲状腺機能検査　「妊婦甲状

腺機能検査の実施成績」百渓尚
子（本会内分泌科）
性感染症検査　「東京におけるク
ラミジア・トラコマチスおよび淋
菌検査の実施成績」松田静治（性
の健康医学財団理事長）
新生児スクリーニング検査　「新生
児の先天性代謝異常症のスクリー
ニング成績」本会検査研究セン
ター／「先天性甲状腺機能低下症
（クレチン症）の新生児マス・スク
リーニング実施成績」杉原茂孝（東
京女子医科大学教授）／「先天
性副腎過形成症の新生児マス・ス
クリーニングの実施成績」小野真
（東京医科歯科大学大学院）
［Ⅳがん検診］
胃がん検診　「胃がん検診の実施
成績」本会放射線部
肺がん検診　「肺がん検診の実施
成績」本会企画調整部
「東京から肺がんをなくす会」の検診

「『東京から肺がんをなくす会』の検診とその有効性」
金子昌弘（国立がん研究センター中央病院副科長）
大腸がん検診　「大腸がん検診（便潜血反応検査）
の実施成績」本会検査研究センター
子宮がん検診　「子宮がん検診（グリーンルーム）の
実施成績」伊藤良彌（本会婦人検診部）
東京産婦人科医会との協力による子宮がん細胞診　
「子宮がん細胞診の実施成績」長谷川壽彦（本会検
査研究センター）／「子宮がん精密検診センターの
実施成績」塚崎克己（慶應義塾大学医学部准教授）
乳がん検診　「乳がん検診の実施成績」／「厚生労
働科学研究費補助金『乳がん検診における超音波
検査の有効性を検証するための比較試験』について」
／「女性特有のがん検診推進事業乳がん無料クーポ
ン検診の報告」坂佳奈子（本会がん検診診断部）
乳房2次検診センターのシステム　「乳房 2 次検診セ
ンターの実施成績」坂佳奈子（本会がん検診診断部）
［Ⅴ生活環境検査］
生活環境検査　「生活環境検査の実施成績」本会検
査研究センター
［Ⅵ研究・健康教育活動］
学会、研究会での研究発表／健康教育活動／2009年度の本会の概要

東京都予防医学協会年報 2011年版　第40号
　（平成21年度活動報告）ができました

本会のホームページ http://www.yobouigaku-tokyo.or.jp/からダウンロードしていただけます。

● 各分野の執筆者とテーマは下記のとおりです（敬称略）●

腎臓・糖尿病検診、心臓検診の
打ち合わせ会開く―本会

腎臓・糖尿病検診の打ち合わせ会

心臓検診の打ち合わせ会

第16回 健康づくり
懇話会例会が開催

ドクターミーティング
ナースミーティング
を開催

ドクターミーティング
ナースミーティング
を開催 本会本会

「年報」に関するお問い
合わせは、本会広報室
（03-3269-1131）まで。


